
2017A期 理研BL(BL26B1/B2)共同利用枠に関するお知らせ 
 

2017/3/27 JASRIタンパク質結晶解析推進室 

 

2017A期のビームライン利用にあたって以下の注意事項があります。ご質問等

は、bioxtal@spring8.or.jpまでお願いします。 

 

1. ビームタイム開始時刻について 

BL26B1/B2については、JASRI利用推進部から通知されたビームタイムの

通り、以下の開始時刻で運用致します。 

 

第1シフト：10:00〜、第2シフト：18:00〜、第3シフト：2:00〜 

 

2. ビームライン調整の時間について 

午前開始のビームタイムの最初の30分程度はビームライン調整に利用させ

ていただきます。フィリング変更等、ビーム入射が行われる際も原則として

このルールで実施いたします。本調整は皆様の測定に必要な作業です。ご理

解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

3. ビームタイム有効利用のためのユーザー間の相互連絡についてのお願い 

(1) 予定より早く終了した時は、その日の他のユーザーに連絡し、実験を始

めてもらうなどしてビームタイムの有効利用にご協力ください。 連絡が

付かなければそのかぎりではありません。（書面上の使用シフト数は実

績ではなく、事前に配分された名目どおりと致します。使用料について

も同様の扱いと致します。※ただし成果専有課題は除きます。） 

(2) 当事者間の話し合いで、ユーザー間の利用時間の入れ替えは可能です。

異なる日に配分されたユーザーと入れ替える場合は、原則として10日前

までに、ビームライン担当者と利用推進部に必ずご連絡下さい。 

(3) ビームアボート等にともなうビームタイムのロスは、ユーザー間の話し

合いで調整していただくようお願い致します。 

 

4. ビームラインの引き継ぎについて 

(1)原則として午前開始のビームタイム以外は、スタッフは立ち会いません。 

(2)それ以降のシフトのユーザーの方で、スタッフによる説明や測定のサポ

ートが必要な方は、事前に担当者までご相談頂きますようお願い致しま

す。 

(3)夜間のビームタイムや週末のビームタイムには、極力ご利用経験のある

方が来所して実験に立ち会うようにして下さい。深夜・週末のスタッフ

の負担を軽減するためにご協力をお願い致します。 

  



5. ドライシッパー等の送付先について 

送付先は、以下のようになります。 

 

〒679-5198 兵庫県佐用郡佐用町光都１－１－１ 

（公財）高輝度光科学研究センター 

利用推進部気付 BL○○ △△宛   

(○○はご利用するビームライン名、△△はユーザーご本人の名前) 

 

詳細は下記サイトをご確認下さい。 

https://user.spring8.or.jp/?page_id=5543#item04-03 

 

6. BL26B1/B2利用の際の注意事項 

(1) サンプルチェンジャーSPACEは実験ステージ上に常設し、いつでも使え

る状態になっておりますが、事前にご利用する旨ご連絡いただいた方が

円滑にご利用いただけます。なお、BL38B1内側室(SPACEピン)及び

BL26B1内側室(Hamptonピン/SPACEピン)に設置されているマウンタ

ーロボット(サンプルチェンジャー用試料カセットへの試料の装填を行

う装置)の利用をご希望の方は、ビームタイム1週間前までにご連絡くだ

さい。 

(2) BL26B1において、イメージングプレート検出器(R-AXIS V)が設置され

ている期間があります。随時募集に応募される際は、

http://bioxtal.spring8.or.jp/内の2017A期BT配分表をご覧の上、ご応募

ください。 

 

7. ビームラインPCのアカウントについて 

ビームラインの全てのLinux PC(共通計算機室を含む)は、ユーザーグループ

ごとに異なるアカウントでログインします。初めてご利用になるユーザーに

は、初回来所時に使用するアカウント（ユーザー名と初期パスワード）を通

知します。2009B期以降に課題が採択され既にアカウントを発行されている

方は、同じアカウントでのご利用となります。なお、前回の利用から1期以

上課題がない場合、アカウントのパスワードが初期化されます。 

 

8. 共通計算機室の利用について 

BL38B1実験ホール外側室（D10）には、解析用の共通計算機とデータ転送

用PCが整備されております。BL26B1/B2, BL32XU, BL38B1, BL41XUの共

同利用ユーザーの方は自由にご利用頂けます。 

 

9. その他 

(1) 試料運搬用液体窒素容器に関する注意点 

使用前に、十分な時間液体窒素温度に保てることをご確認ください。液

体窒素充填後に容器表面が結露するような断熱真空の悪化した容器を使

用した場合、温度の上昇により測定試料が損傷することがあります。こ

のようなドライシッパーは、決して使わないでください。 

 

(2) 高性能顕微鏡の利用について 

https://user.spring8.or.jp/?page_id=5543#item04-03


2種類の高倍率顕微鏡を準備しています。ビームラインの近くに移動して

利用することも可能です。複数のユーザーが希望される場合には、時間

を調整してお使い下さい。 

オリンパス 実体顕微鏡 オリンパス SZX16 

キーエンス デジタルマイクロスコープ VHX-2000 
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